
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 株式会社ヘルスケアシステムズ 2. 連携先
の団体 大塚製薬様、日本航空健保組合（JAL健保）様

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:059

モデル性・波及性

郵送検査を用いて、簡易的に尿を検査、結
果を通知後、セミナーによる教育。
＜成果＞
受診者の婦人科検診受診率の伸び率を比
較したところ前年比121%と未受検者が同
105%に対して20%も上昇。

3. 取組
目的 女性の婦人科検診の受診を上げて健康予防支援 4. 関連する

ゴール

取組開始
時期 2015年3月 取組の

カテゴリー 健康福祉日本航空健康保険組合（JAL健保）様と婦人科検診受診率向上プロジェクト

地方創生SDGsの視点

ゴール3:男性だけではなく、女性特有の健康
状態を理解し平等に健康へ
ゴール4:女性ホルモンの高度な知識提供
ゴール5:女性のライフステージを理解した上で、
今まで男性が⾧く働くイメージだったが、女性
も平等に働ける社会へ
ゴール8:女性がが⾧く元気に働くために、セミ
ナーから不安や知識不足の解消・予防へ

ステークホルダーとの連携

健康施策に「女性の健康」を掲げる日本航
空の健康保険組合でエクオール検査「ソイ
チェック」を活用した乳がん検診受診率向上
プログラムを実施。

女性が⾧く働ける環
境を整えたい。
自身の健康状態を
知ってほしい

婦人科検診を受診
するのが面倒だし
時間がない

女性ホルモン
興味関心UP
リテラシーUP



自由記述欄

・ステークホルダーとの連携体制図

etc...

・2030年までに目指すべきゴールイメージやありたい姿

・取組に関連するホームページのURL
日本航空健康保険組合URL:
https://jalkenpo.jp/mail/pc/index.php?year=2017&month=1&day=18&c=9
ヘルスケアシステムズURL:
https://hc-sys.com/case/case-15/

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

自身の健康状態を簡易的に知り、
確かな知識を提供することで、

楽しく健康に、⾧く元気に働ける社会を目指す。

JAL女性従業員

郵送で尿を分析・結果通知・健康セミナー
ヘルスケアシステムズ

健康状態の
可視化 不安解消

婦人科検診の
受診意欲UP

予防

雇用維持・健康への教育・福祉


